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水稲７㌶、大豆１㌶、夏秋きゅうり７㌃を作付けし、
家族と共に一生懸命取り組んでいます。どんな些細
なことでも手を抜かず、丁寧に作業を行うことを
意識しています。週に１回程度、バイクで山
などにツーリングし、自然の空気や景色
を感じて楽しんでいます。おきたま
のお米を食べて、毎日元気に

過ごしましょう！

おきたま
男子

置賜管内で活躍する若手の組合員や職員を
紹介するコーナーです。

今月の

島 貫 隆 行 （しまぬき たかゆき）
就農８年目 米沢市　稲作農家

特集　県内初！「大豆用畝立て播種機」実機運用

山形おきたま  食と農のネットワーク



　

Ｊ
Ａ
で
は
、
農
業
者
の
生
産
性
の
向

上
と
省
力
化
を
目
的
と
し
た
、
農
業
機

械
に
関
す
る
最
新
情
報
を
取
り
入
れ
、

農
業
者
に
向
け
て
積
極
的
に
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

小
橋
工
業
㈱
と
国
立
研
究
開
発
法
人

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
、

ア
グ
リ
テ
ク
ノ
サ
ー
チ
㈱
が
共
同
開
発

し
た
、
大
豆
を
高
速
で
畝
立
て
し
播
種

で
き
る
作
業
機
「
高
速
畝
立
て
デ
ィ
ス

ク
Ｈ
Ｄ
Ｒ
２
０
０
」
の
実
機
運
用
が
、

５
月
28
日
、
川
西
町
の
㈱
マ
イ
ス
タ
ー

代
表
の
鈴
木
秀
男
さ
ん
の
圃
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

高
速
畝
立
て
デ
ィ
ス
ク
の
特
徴
と
し

て①�

播
種
機
の
作
業
速
度
が
４
～
６
㌔
と

従
来
の
約
２
〜
３
倍
の
作
業
速
度
。

②�

水
分
を
多
く
含
ん
だ
圃
場
（
ほ
じ
ょ

う
）
で
も
播
種
と
畝
立
て
を
同
時
に

行
え
る
た
め
、
圃
場
の
状
態
に
左
右

さ
れ
ず
に
作
業
が
で
き
る
。

③�

播
種
機
を
外
し
中
耕
培
土
作
業
も
可

能
。

と
大
き
く
3
点
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

◆開催期日　令和５年７月７日（金）～８日（土）
◆開催時間　〈１日目〉午前９：00～午後５：00／〈２日目〉午前９：00～午後４：00
◆場　　所　ＪＡ山形おきたま本店駐車場（川西町大字上小松978-1）
◆内　　容　＊農機関連・生産資材メーカーの出展　＊中古農機・お買得農機の即売

　　　　　＊スマート農業紹介コーナー　＊ディーゼルオイル特売（数量限定となっています）

　その他にも、抽選会やオークション、飲食店ブース。８日（土）限定で縁日コーナー（バルー
ンアートのプレゼント）などさまざまな催しをご用意しておりますので、皆様ぜひお越し下さい！

 

実
際
に
運
用
し
て
み
て

　
作
業
速
度
の
速
さ
に
非
常
に
驚
き

ま
し
た
。
従
来
よ
り
も
２
倍
近
い
速

さ
で
作
業
が
行
え
た
の
で
、
広
い
圃

場
で
は
よ
り
機
能
を
発
揮
出
来
る
と

思
い
ま
す
。
操
作
性
も
よ
く
、
曲
が

る
際
も
周
り
の
状
況
を
確
認
し
て
ス

ム
ー
ズ
に
作
業
で
き
ま
し
た
。
昨
年

の
秋
頃
に
Ｊ
Ａ
よ
り
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
購
入
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
本
格
的
な
作

業
に
向
け
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

特 集

県
内
初
！

「
大
豆
用
畝
立
て
播
種
機
」

�

実
機
運
用

ＪＡ山形おきたま「農機フェア」開催のお知らせ

㈱マイスター代表
鈴木　秀男 氏

高速畝立てディスク
HDR200
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Ｊ
Ａ
「
き
ゅ
う
り
振
興
部
会
」
は

５
月
10
日
、
南
陽
市
の
広
域
集
出
荷

施
設
で
、「
令
和
５
年
度
半
促
成
き
ゅ

う
り
出
荷
目
ぞ
ろ
え
会
」
を
開
き
ま

し
た
。
目
ぞ
ろ
え
会
で
は
、
現
在
出

荷
さ
れ
て
い
る
現
物
を
並
べ
、
等
階

級
別
に
曲
が
り
や
大
き
さ
な
ど
の
出

荷
基
準
や
詰
め
方
に
つ
い
て
確
認
し
、

選
果
ラ
イ
ン
の
利
用
運
営
と
取
扱
要

領
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

井
渕
博
昭
部
会
長
は
「
生
産
数
量

の
拡
大
と
品
質
の
向
上
を
目
指
し
て

出
荷
基
準
や
袋
詰
め
方
法
を
確
認
し
、

部
会
員
で
共
有
し
て
い
こ
う
」
と
話

し
ま
し
た
。

令和５年度半促成きゅうり出荷目ぞろえ会
今年度産きゅうりの出荷基準を確認

　

Ｊ
Ａ
稲
作
振
興
会
は
５
月
10
日
、

川
西
町
の
本
店
で
第
30
回
稲
作
振

興
会
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
令
和

４
年
度
事
業
経
過
や
令
和
５
年
度

事
業
計
画
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
全

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
川
西
町
の
今
野
宏
典
さ
ん
が

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
野
会
長
は
「
今
年
は
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
事
業
や
研
修
会
な
ど
を

再
開
し
、『
山
形
お
き
た
ま
米
』

の
高
品
質
生
産
の
た
め
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

第30回稲作振興会総会
高品質で良食味の「山形おきたま米」を目指して

　

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
９
日
、
川
西

町
の
本
店
で
渉
外
担
当
者
進
発

式
を
開
き
、
Ｊ
Ａ
役
員
や
渉
外

担
当
職
員
、
農
林
中
央
金
庫
の

笠
原
康
弘
山
形
支
店
長
ら
約

１
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

役
員
に
よ
る
「
目
標
必
達
だ
る

ま
」
へ
の
瞳
入
れ
の
後
、
渉
外

担
当
者
を
代
表
し
て
Ｊ
Ａ
職
員

３
人
か
ら
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、

「
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

新
し
い
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
情
報
提
供

し
て
い
き
ま
す
」
な
ど
と
決
意

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
あ
や
め

支
店
の
大
滝
幸
一
郎
支
店
長
代

理
の
音
頭
で
「
頑
張
ろ
う
」
を

三
唱
し
、
目
標
必
達
を
誓
い
ま

し
た
。

渉外担当者進発式
一人ひとりに最適な保障を

　

令
和
５
年
度
第
１
回
目
の
子
牛
せ
り
が
５

月
２
日
、
川
西
町
の
置
賜
家
畜
市
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
取
引
頭
数
は
２
１
４
頭
で
、
雌
、

去
勢
を
合
わ
せ
た
平
均
価
格
は
56
万
２
５
０

１
円
、
売
上
金
額
は
１
億
２
０
３
７
万
５
２

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
若
林
英
毅
組
合
長
は
「
畜
産
情
勢

が
厳
し
い
な
か
、
米
沢
牛
の
価
格
は
生
産
者

や
流
通
業
者
、
関
係
者
の
頑
張
り
で
、
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
。
子
牛
価
格
に
も
反
映
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
活
気
あ
る
市
場
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

置賜家畜市場子牛せり
令和５年度子牛せり始動

品
質
や
出
荷
基
準
を
確
認
す
る

部
会
員
と
Ｊ
Ａ
担
当
職
員

今
年
度
の
意
気
込
み
を
語
る
今
野
会
長

金融共済推進目標達成を誓い、「頑張ろう」
を三唱するＪＡ職員

せりを見守る購買者

3 特集／トピックス

おきたまの話題・出来事に
スポットを当て
いち早くお伝えします。



　

当
Ｊ
Ａ
と
関
東
・
中
京
・
関
西

地
区
の
青
果
卸
売
会
社
12
社
で
組

織
す
る
園
芸
事
業
お
き
た
ま
会
は

５
月
18
日
、
東
京
都
品
川
区
の
品

川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
に
て
「
園
芸

事
業
お
き
た
ま
会
総
会
」
を
開
き

ま
し
た
。
現
在
の
品
目
別
の
生
育

状
況
や
市
場
情
勢
の
報
告
と
、
市

場
か
ら
の
要
望
を
含
め
た
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
の
若
林
英
毅

組
合
長
か
ら
、
東
京
青
果
㈱
に
対

し
、
お
き
た
ま
園
芸
事
業
に
お
い

て
、
生
産
者
・
販
売
者
・
消
費
者

が
共
に
栄
え
る
こ
と
を
願
い
、
指

定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

園芸事業おきたま会総会
おきたま園芸事業の「生販消共栄」を誓う

ドローンを活用した播種作業に挑戦

　

県
立
置
賜
農
業
高
等
学
校
は
５
月
18

日
、
川
西
町
の
千
松
寺
実
習
田
で
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
水
稲
直
播
栽
培
の
播
種

（
は
し
ゅ
）
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
生

徒
が
最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
て
魅

力
的
な
農
業
教
育
の
推
進
を
図
ろ
う
と
、

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
や
川
西
町
、
㈱

ケ
ー
エ
ス
な
ど
の
関
係
機
関
が
本
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
置
賜
農
業

高
校
の
生
徒
や
川
西
地
区
の
小
学
校
の

児
童
ら
が
参
加
し
、
代
表
生
徒
が
作
業

の
補
助
を
行
い
な
が
ら
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
水
稲
直
播
栽
培
の
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。

ドローン水稲直播栽培

　

Ｊ
Ａ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
ハ
ウ
ス
栽
培

研
究
会
」
は
５
月
15
日
、
高
畠
町
の

今
野
直
樹
さ
ん
と
四
釜
友
昌
さ
ん
の

園
地
を
巡
回
し
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生

育
状
況
や
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

巡
回
後
、
南
陽
市
で
出
荷
会
議
を

行
い
、
東
京
青
果
㈱
の
小
野
塚
大
悟

副
部
長
、
東
京
荏
原
青
果
㈱
の
今
田

直
人
課
長
な
ど
と
現
在
の
サ
ク
ラ
ン

ボ
の
生
育
状
況
や
出
荷
計
画
、
販
売

対
策
に
つ
い
て
協
議
し
、
消
費
地
か

ら
信
頼
さ
れ
る
産
地
と
し
て
、
よ
り

品
質
を
重
視
し
た
出
荷
に
取
り
組
む

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ハウスさくらんぼ園地巡回ならびに出荷会議
高品質の出荷を目指して

　

Ｊ
Ａ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
振
興
部

会
」
は
５
月
12
日
、
南
陽
市
の

鈴
木
光
隆
さ
ん
の
園
地
で
「
や

ま
が
た
紅
王
栽
培
講
習
会
」
を

開
き
ま
し
た
。「
や
ま
が
た
紅

王
」
は
品
質
基
準
が
厳
し
く
、

高
い
栽
培
技
術
と
管
理
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

栽
培
講
習
会
で
は
、
県
置
賜

総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
の

小
口
拡
主
任
普
及
指
導
員
が
講

師
を
務
め
、
着
果
・
着
色
管
理

方
法
を
中
心
に
指
導
が
行
わ
れ
、

部
会
員
は
園
地
の
サ
ク
ラ
ン
ボ

の
生
育
状
況
を
確
認
し
、
着
果

量
や
新
梢
の
様
子
に
つ
い
て
積

極
的
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

やまがた紅王栽培講習会

おきたま産「やまがた紅王」のブランド化と
� 高品質・安定生産に向けて

東京青果㈱戸塚幹夫常務（中央）と東京青果㈱平田充
常務（右）へ指定証を授与する若林組合長（左）

ド
ロ
ー
ン
に
種
子
を
入
れ
る
置
賜
農
業

高
校
生
徒

園
地
を
巡
回
し
意
見
を
交
わ
す
会
員
ら

栽培管理方法について指導する小口主任普及指導員
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お
き
た
ま
食
の
モ
デ
ル
地
域
実
行
協

議
会
は
５
月
27
日
、
福
島
県
の
あ
づ
ま

総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ
た
「
ふ
く
し

ま
手
づ
く
り
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
３
」
に

置
賜
農
業
振
興
協
議
会
と
連
携
し
て

ブ
ー
ス
出
展
し
ま
し
た
。
お
き
た
ま

ブ
ー
ス
で
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
オ
カ

ヒ
ジ
キ
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
旬
の
野
菜

や
加
工
品
を
販
売
し
、
約
１
２
０
人
に

お
き
た
ま
の
食
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
営
農
企
画
課
の
近
野
信
浩
課
長
は｢

今
年
度
は
自
粛
し
て
い
た
消
費
宣
伝
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
県
外
の
方
に
置

賜
地
域
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

３年ぶりに福島あづま総合運動公園でＰＲ
ふくしま手づくりマルシェ出展

　

米
沢
市
の
「
吾
妻
山
ろ
く
放
牧

場
」
で
５
月
24
日
、
安
全
祈
願
祭
と

第
１
回
入
牧
作
業
が
行
わ
れ
、
牛
70

頭
を
高
原
に
放
牧
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
に
は
Ｊ
Ａ
職
員
や
関

係
者
ら
が
出
席
し
、
神
事
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
入
牧
作
業
で
は
、
生

産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
が
放
牧
牛
に

ロ
ー
プ
を
つ
な
げ
運
搬
車
に
積
み
込

ま
れ
た
牛
の
放
牧
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
畜
産
酪
農
課
の
加
藤
蓮
担
当
職

員
は
「
牛
と
関
係
者
が
共
に
安
全
に

作
業
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
放
牧
場

で
も
元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
「
き
ゅ
う
り
振
興
部
会
」
は

５
月
23
日
、
川
西
地
区
の
笹
木
長
三

郎
さ
ん
の
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
と
飯

豊
地
区
の
佐
藤
雄
平
さ
ん
の
圃
場
の

２
ヵ
所
で
現
地
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
講
習
会
で
は
㈱
埼
玉
原
種
育
成

会
福
島
事
務
所
の
黒
須
健
一
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
キ
ュ
ウ
リ
の
良
品
質

生
産
対
策
と
栽
培
管
理
全
般
に
つ
い

て
生
産
現
場
の
実
状
に
合
わ
せ
た
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
黒
須
さ
ん
は

「
品
種
の
特
性
に
応
じ
た
薬
剤
を
使

用
し
た
適
切
な
管
理
と
防
除
の
徹
底

に
努
め
、
良
品
質
生
産
を
目
指
し
て

栽
培
し
て
い
こ
う
」
と
参
加
者
に
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
県
立
置
賜
農
業
高
等

学
校
は
５
月
19
日
、
ス
タ
ン
ト
マ

ン
に
よ
る
自
転
車
交
通
安
全
教
室

を
開
き
ま
し
た
。
映
画
や
ド
ラ
マ

な
ど
で
活
躍
す
る
ス
タ
ン
ト
マ
ン

６
人
が
、
手
離
し
走
行
や
ヘ
ッ
ド

ホ
ン
を
着
け
な
が
ら
自
転
車
を
運

転
し
、
車
に
衝
突
す
る
場
面
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
故
を
想
定
し
て
演

じ
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
生
々
し
い

再
現
事
故
を
驚
い
た
表
情
で
見
守

り
ま
し
た
。
生
徒
は
「
車
の
接
近

に
す
ぐ
に
気
づ
け
る
よ
う
身
の
周

り
を
確
認
し
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
自
転
車
を
運
転
し
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

放牧でより逞しく成長

品種に応じた適切な管理徹底を

事故の恐ろしさをスタントマン実演

吾妻山ろく放牧場安全祈願祭と第１回放牧

半促成きゅうり現地講習会

自転車交通安全教室

スタントマンによる再現事故を驚いた様子で
見守る生徒ら

牛
の
入
牧
作
業
を
行
う
関
係
者

黒須さん（左）の指導を熱心に聞く笹木さん（右）

農
産
物
販
売
ブ
ー
ス
を

利
用
す
る
来
場
者

トピックス5



　

当
Ｊ
Ａ
は
６
月
１
日
、
南
陽
市

の
赤
湯
駅
前
で
「
牛
乳
の
日
」
に

合
わ
せ
街
頭
ア
ピ
ー
ル
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
山
形
県
牛
乳
普
及
協

会
と
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
が
主
催
と
な

り
、
牛
乳
を
飲
む
機
会
が
減
少
傾

向
に
あ
る
高
校
生
を
対
象
に
牛
乳

を
配
布
し
、
県
産
牛
乳
を
親
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
女
性
部
や
Ｊ
Ａ
職
員

が
参
加
し
、
牛
乳
消
費
啓
発
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
県
産
牛
乳
（
ヤ
マ
ラ

ク
牛
乳
２
０
０
ml
）、
県
産
米
お

に
ぎ
り
を
通
学
生
に
配
布
し
ま
し

た
。
高
校
生
か
ら
は
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」「
牛
乳
の
ほ
か

に
お
に
ぎ
り
も
入
っ
て
い
る
！
」

と
喜
び
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
ハ
ウ
ス
栽

培
研
究
会
」
は
５
月
29
日
、
南
陽

市
の
広
域
集
出
荷
施
設
で
出
荷
目

ぞ
ろ
え
会
を
開
き
ま
し
た
。
現
物

の
着
色
度
合
い
を
見
な
が
ら
、
化

粧
箱
へ
の
箱
詰
め
方
法
を
重
点
的

に
話
し
合
い
ま
し
た
。「
さ
く
ら

ん
ぼ
ハ
ウ
ス
栽
培
研
究
会
」
の
鈴

木
健
一
会
長
が
、
実
際
に
化
粧
箱

の
箱
詰
め
を
実
演
し
、
詰
め
方
の

手
順
や
注
意
点
な
ど
を
指
導
し
ま

し
た
。
鈴
木
会
長
は
「
サ
ク
ラ
ン

ボ
は
、
高
級
果
実
専
門
店
や
百
貨

店
で
の
贈
答
品
な
ど
の
引
き
合
い

も
多
く
、
多
方
面
か
ら
の
期
待
も

高
い
。
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
こ
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

本格的な出荷に向けて

本格的な出荷に向けて

「牛乳月間」街頭アピール活動

ハウスサクランボ出荷目ぞろえ会

　

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
南
陽
支
店
で

園
芸
肥
料
農
薬
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
置

賜
地
区
の
園
芸
栽
培
に
お
け
る
肥
料
農
薬
の

基
礎
研
修
、
新
商
品
の
普
及
拡
大
を
図
る
た

め
Ｊ
Ａ
園
芸
担
当
職
員
や
購
買
担
当
職
員
、

肥
料
農
薬
メ
ー
カ
ー
担
当
者
な
ど
が
集
ま
り
、

肥
料
や
害
虫
に
対
す
る
農
薬
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
方
法
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

園
芸
担
当
職
員
は
「
今
年
度
か
ら
園
芸
担

当
と
な
り
、
基
礎
的
な
知
識
を
学
べ
る
機
会

を
設
け
て
い
た
だ
き
非
常
に
助
か
っ
た
。
生

産
者
に
適
切
な
肥
料
や
農
薬
を
薦
め
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

園芸栽培の基礎知識を学ぶ
園芸肥料農薬研修会

　

Ｊ
Ａ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
振
興
部
会
」
は

５
月
30
日
、
Ｊ
Ａ
南
陽
支
店
で
「
さ
く

ら
ん
ぼ
出
荷
協
議
会
」
を
開
き
、
Ｊ
Ａ

役
職
員
や
部
会
員
、
関
係
指
導
機
関
、

市
場
担
当
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
協
議

で
は
、
今
年
産
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
作
柄
状

況
、
販
売
基
本
方
針
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
職

員
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の
販

売
計
画
に
つ
い
て
、
部
会
員
や
市
場
関

係
者
と
検
討
し
ま
し
た
。「
さ
く
ら
ん

ぼ
振
興
部
会
」
の
沼
部
敏
弘
部
会
長

は
「
園
地
に
よ
っ
て
生
育
に
バ
ラ
つ
き

は
あ
る
が
、
早
め
の
収
穫
作
業
を
行
い
、

高
品
質
・
安
定
生
産
を
目
指
し
て
い
こ

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

今年産サクランボの本格販売に向けて
令和５年度さくらんぼ出荷協議会

通学生に県産牛乳をＰＲするＪＡ女性部員ら

販
売
情
勢
に
つ
い
て
説
明
す
る

市
場
関
係
者

熱
心
に
説
明
を
聞
く
Ｊ
Ａ
職
員

化粧箱の箱詰めを実演する鈴木会長

6JA山形おきたま



事
務
局

�

始
め
に
経
営
の
概
況
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

小
林
さ
ん�

今
年
か
ら
農
事
組
合
法
人
「
ア

グ
リ
サ
ー
ビ
ス
こ
ぐ
わ
」
の
理
事
を
務
め
て

お
り
ま
す
。
事
業
と
し
て
、
は
え
ぬ
き
を
中

心
に
米
を
約
55
㌶
、
大
豆
、
枝
豆
、
そ
ば
な

ど
の
転
作
作
物
を
約
33
㌶
作
付
け
し
て
い
ま

す
。
販
売
に
関
し
て
は
全
て
農
協
に
依
頼
し

て
い
ま
す
。

事
務
局
　
就
農
を
し
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

ま
た
、
就
農
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
下
さ
い
。

小
林
さ
ん�

平
成
27
年
に
社
員
と
し
て
就
農

し
ま
し
た
。
就
農
す
る
以
前
は
山
形
市
で
一

人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
、
農
業
と
は
全
く
別

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
元
々
父
と
兄
が

「
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
こ
ぐ
わ
」
に
勤
め
て
お

り
、
父
か
ら
「
一
緒
に
働
い
て
み
な
い
か
」

と
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

事
務
局

�

実
際
に
農
業
を
始
め
て
苦
労
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
林
さ
ん�

苦
労
し
た
こ
と
は
朝
早
く
起
き

る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。
以
前
は
夜
に
働
く

こ
と
が
多
く
、
生
活
リ
ズ
ム
に
慣
れ
る
ま
で

苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
就
農
し
た
当
初
は

農
業
機
械
も
少
な
く
、
肉
体
労
働
が
多
か
っ

た
た
め
身
体
的
に
も
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
農
業
に
関
す
る
知
識
に
つ
い

て
は
、
農
協
や
普
及
課
が
開
催
す
る
講
習
会

と
研
修
会
に
参
加
し
て
栽
培
技
術
を
習
得
し
、

「
つ
や
姫
だ
よ
り
」
を
見
て
勉
強
し
て
い
ま

し
た
。

事
務
局

�

活
動
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ

と
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

小
林
さ
ん�

農
協
の
青
年
部
や
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
と
会
合
す
る
機
会
が
多
く
、
横
の
つ
な

が
り
が
増
え
た
こ
と
は
良
か
っ
た
で
す
。
こ

の
よ
う
な
機
会
が
な
け
れ
ば
、
農
業
を
し
て

い
る
若
い
世
代
の
人
と
関
わ
る
こ
と
は
少
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

�

青
年
部
に
加
入
し
た
き
っ
か
け

や
入
っ
て
み
た
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
林
さ
ん�

就
農
し
て
１
年
後
に
、
先
輩
か

ら
の
誘
い
と
、
兄
が
当
時
青
年
部
の
委
員
長

を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
加
入
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
る
機
会
は
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
若
手
農
家
さ
ん
と
情
報
交
換
を

し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

事
務
局

�

仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
や
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
林
さ
ん�

大
型
の
農
業
機
械
が
増
え
、
機

械
で
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
安
全

面
に
は
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
圃
場

（
ほ
じ
ょ
う
）や
栽
培
の
管
理
を
適
期
に
行
っ

て
い
ま
す
。

事
務
局

�

理
事
と
い
う
立
場
に
な
り
、
今

後
の
会
社
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

小
林
さ
ん�
現
在
は
人
手
不
足
が
大
き
な
問

題
で
、
以
前
か
ら
働
い
て
い
た
方
々
も
高
齢

に
な
り
働
き
手
が
年
々
減
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
大

型
農
業
機
械
を
導
入
し
、
農
作
業
の
効
率
化

等
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
社
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
完
成
な
部
分
も

多
い
の
で
、
ハ
ー
ド
面
で
の
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、
ソ
フ
ト
面
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局

�

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
趣
味
や

休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

小
林
さ
ん�

毎
週
日
曜
日
に
は
息
子
を
連
れ

て
出
掛
け
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今

年
２
人
目
も
生
ま
れ
て
、
毎
日
幸
せ
な
気
持

ち
で
す
。

事
務
局
　

今
後
の
成
長
が
楽
し
み
で
す

ね
！
最
後
に
読
者
の
皆
さ
ん
へ
「
ひ
と
言
」

お
願
い
し
ま
す
。

小
林
さ
ん�

白
鷹
町
は
農
業
法
人
が
多
い
地

区
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
農
業
が
や
り
た

い
！
と
思
っ
て
い
る
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
声

を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
白
鷹
町
で
一
緒
に
農

業
を
始
め
て
、
共
に
白
鷹
の
農
業
を
盛
り
上

げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

白鷹地区青年部

さん
昭和62年12月28日生まれ（35歳）
小
こ

 林
ばやし

 雄
ゆう

次
じ

郎
ろう

【
聞
き
手
】
白
鷹
地
区
青
年
部
事
務
局

村
岡
　
不
動
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川西地区女性部 ＊部　長　寒河江 美佐子
＊�部員数　45人

　川西地区女性部は、地区で一本化し５年目となりました。
　７月に地区事業初のパークゴルフを開催しました。地区一本化のメリット
を生かし、部員間で幅広い交流を行うことができました。当日は、川西支店
経済職員も参加し、女性部員との交流を図りました。
　12月には家の光大会を開催し、菅井新一氏を講師にお迎えして「介護を
受けない運動」を教えていただきました。自宅でも気軽にできる運動で、大
変参考になりました。
　地区では、中郡地区は干支 ｢卯｣ の手芸教室を行い、吉島地区はパークゴ
ルフ、犬川地区は有機農業一日研修と、新型コロナウイルス感染拡大の状況
を見ながら活動しました。

パークゴルフパークゴルフ
家の光大会家の光大会

（介護を受けない運動）（介護を受けない運動）

手芸教室 パークゴルフ 有機農業一日
研修

有機農業一日
研修

＊中郡地区＊ ＊吉島地区＊

＊犬川地区＊＊犬川地区＊

　令和５年度は冬の卓球大会を
復活したり、楽しみながら交流
の輪を広げていきます。

　舟形町の有限会社舟形マッシュルームの施設を見学。施設内は温
度や湿度をコントロールでき、１年中安定した出荷が可能となりま
す。参加した部員は置賜では見られない有機農業に関心を深めてい
ました。

8JA山形おきたま
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地
域
で
輝
け
！
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部
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営 農 お 役 だ ち 情 報
米 穀 中干しで無効分げつ抑制と根の活力維持に努めましょう！

１．中干しは目標茎数を確保したら７～10日程度行いましょう。
　　田面に亀裂が１～２㎝入り、足跡が残るくらいを目安とします。

２．中干し後の入水は走り水程度とし、徐々にかん水状態に戻しましょう。
　　急にかん水状態にすると酸素不足になり根を傷める原因となります。
　　【出穂までの間断かん水方法】
　　①入水　　②自然落水しながら３～４日湛水
　　③落水状態で１～２日　　④入水

　※中干しと作溝をセットで実施し、効率的な水管理をしましょう。

３．�幼穂形成期から出穂開花期までは水を多く
必要とする時期です。

　　�特に出穂期から穂揃期まではかん水管理を
行いましょう。

　　�その後は、十分に水分を与えながら土壌中
に酸素を供給する間断かん水が有効です。

間断かん水はかけ流しではありません。水も大切な資源です。有効に活用しましょう。

りんどう圃場見学会 参加者募集！りんどう圃場見学会 参加者募集！

内　　容：りんどう現地圃場の見学と
� 栽培・販売状況の説明
申 込 先：置賜総合支庁農業技術普及課
� TEL：0238-57-3411
　　　　　ＪＡ山形おきたま園芸課
� TEL：0238-46-5302
申込期限：７月７日（金）

対 象 者：りんどう栽培に興味のある方
開催日時：令和５年７月12日（水）　午後１時30分～
場　　所：米沢市三沢コミュニティセンター
　　　　　（米沢市簗沢1776-1  TEL:0238-32-2005）令和４年６月15日りんどう振興部会巡回の様子令和４年６月15日りんどう振興部会巡回の様子

青紫色の他、青紫色の他、
白や淡い白や淡い
ブルー、ブルー、
ピンク等のピンク等の
品種もあります品種もあります

参加費
無料！

りんどうって

どんな花？

りんどうは、一度植
付けたら、５～６年
は植替えの必要がな
い宿根草です

　６月20日頃の生育目標

品　種 １株あたりの目標茎数
70株植の場合

はえぬき 23本
つや姫 19本
雪若丸 21本
コシヒカリ 20本
ひとめぼれ 24本
あきたこまち 22本
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７月の野菜栽培管理

　７月は露地果菜類の収穫期です。生育のバランスを保
ち、収穫時まで根と葉を健全に維持して適期収穫を行う
ように努めましょう。また、梅雨期の集中豪雨による湿
害や病害が発生しやすい時期となるので、排水などの環
境整備と防除の実施など適正な栽培管理に努めましょう。
＜湿害対策＞
　長時間、ほ場に水が滞留しないように明きょや排水溝
の状態を確認し、溝の中の除草や掘り直しを行いましょ
う。
　ほ場がかん水した場合、一般的に３時間を越えると根
が酸欠状態になり根腐れが発生しやすくなるため、早期
の排水に努めましょう。

【夏秋キュウリ】
　収穫最盛期になり、茎葉の生育も旺盛になってきます。　収穫最盛期になり、茎葉の生育も旺盛になってきます。
葉に十分光が当たり通風が良くなるよう、摘葉・摘芯を葉に十分光が当たり通風が良くなるよう、摘葉・摘芯を
実施しましょう。摘葉は、１回に株当たり１～２葉を目実施しましょう。摘葉は、１回に株当たり１～２葉を目
安に行い、計画的に若葉と交換しましょう。長期間の草安に行い、計画的に若葉と交換しましょう。長期間の草
勢維持を図るため、追肥は側枝の伸長や果形・収量など勢維持を図るため、追肥は側枝の伸長や果形・収量など
を観察しながら、１回あたり窒素成分で２～３kg／10aを観察しながら、１回あたり窒素成分で２～３kg／10a
を目安に施用しましょう。を目安に施用しましょう。

【夏秋トマト】
　気温の上昇と着果負担により、全体的に草勢が低下し　気温の上昇と着果負担により、全体的に草勢が低下し
てくることから、成長点付近の状態を観察し草勢を落とてくることから、成長点付近の状態を観察し草勢を落と
さないよう遅れずにかん水と肥培管理を行いましょう。さないよう遅れずにかん水と肥培管理を行いましょう。
　ハウス内は、高温・多湿になりやすいため、遮光・換　ハウス内は、高温・多湿になりやすいため、遮光・換
気により温度・湿度の上昇を抑制し適切なハウス内の栽気により温度・湿度の上昇を抑制し適切なハウス内の栽
培環境を保つように努めましょう。培環境を保つように努めましょう。

　草勢維持と病害虫防除のため、収穫が終わった果房よ
り下位の本葉は除去しましょう。
　ほ場周囲の排水対策と、大雨時の浸水防止対策に努め
ましょう。

【アスパラガス】
　立茎後に展葉してきた茎は、順次ネット内に誘引し、　立茎後に展葉してきた茎は、順次ネット内に誘引し、
60cm、120㎝２カ所にフラワーネットやマイカー線を設60cm、120㎝２カ所にフラワーネットやマイカー線を設
置し、倒伏を防止しましょう。収穫前には、地上50～置し、倒伏を防止しましょう。収穫前には、地上50～
60cmまでの下枝をかき落とし、風通しを良くしましょう。60cmまでの下枝をかき落とし、風通しを良くしましょう。
　収穫を始めたら、２週間に１回速効性肥料をうねの肩　収穫を始めたら、２週間に１回速効性肥料をうねの肩
に追肥しましょう。萌芽数が減少しないように土壌が乾に追肥しましょう。萌芽数が減少しないように土壌が乾
燥する前にうね間かん水を行いましょう。ただし、停滞燥する前にうね間かん水を行いましょう。ただし、停滞
水には十分注意しましょう。水には十分注意しましょう。

【エダマメ】
　中耕培土は、雑草対策・倒伏防止・根張りを良くする　中耕培土は、雑草対策・倒伏防止・根張りを良くする
ことを目的に行いましょう。ことを目的に行いましょう。
　追肥は培土時に行い、倒伏や食味低下につながるため　追肥は培土時に行い、倒伏や食味低下につながるため
過剰施肥は行わないようにしましょう。最終培土は、開過剰施肥は行わないようにしましょう。最終培土は、開
花１週間前には終わるようにし、本葉１枚目の付け根く花１週間前には終わるようにし、本葉１枚目の付け根く
らいまで土寄せしましょう。培土は、茎からの不定根のらいまで土寄せしましょう。培土は、茎からの不定根の
発生を促進し、後半の草勢維持や長雨による根腐れ防止発生を促進し、後半の草勢維持や長雨による根腐れ防止
に有効であるため、適期に行いましょう。に有効であるため、適期に行いましょう。

【ナス】
　多収の条件は、根が十分に伸張し根量が確保できてい　多収の条件は、根が十分に伸張し根量が確保できてい
るかどうかです。梅雨期は排水を良好にして根を健全にるかどうかです。梅雨期は排水を良好にして根を健全に
張らせましょう。梅雨明け後に根の活動を低下させない張らせましょう。梅雨明け後に根の活動を低下させない
よう敷きワラを行い、高地温と乾燥を防ぎましょう。よう敷きワラを行い、高地温と乾燥を防ぎましょう。
　内側の混み合う側枝の整理や摘葉を行い、着色・着果　内側の混み合う側枝の整理や摘葉を行い、着色・着果
肥大を促進しましょう。肥大を促進しましょう。
　枝と花の状態をよく観察し、追肥が遅れないようにし　枝と花の状態をよく観察し、追肥が遅れないようにし
ましょう。ましょう。

【サクランボ】
　出荷についてはウルミ果などが混入しないよう選果・
選別を徹底し大切に販売しましょう。
　また、収穫後は施肥（お礼肥）や防除を摘期に実施する
ようにしてください。

【ブドウ・大粒ブドウ】
　デラウェアについては、生育遅延や裂果対策として、
しっかり整形・摘粒を実施しましょう。
　大粒ブドウについては、最も大事な摘粒作業の時期と
なります。作業が遅れると果粒肥大や作業効率が劣るの
で、適期に作業にあたってください。
　降雨が多いと灰色かび病やべと病、高温になるとハダ

ニの発生が心配されますので、防除を徹底してください。
　間口のビニールは、日焼けや高温障害にならないよう
に早めに切りましょう。

【リンゴ・西洋梨】
　梅雨期は停滞水対策を万全にし、防除間隔を空けずに
予防防除することと、気温が高くなるとハダニ類の発生
が多くなりますので、初期の発生を見逃さずに早めの防
除を徹底しましょう。また、サビ果・奇形果・変形果な
ど商品価値が劣るものを摘果するように心掛けましょう。

果 樹

野 菜
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慣れと油断が事故のもと！

令和５年度山形県農作業事故防止啓発運動実施中！
さくらんぼに関する農作業事故防止強化期間（７/15 まで）

さくらんぼは高所での作業が多くなります。
焦らず、ゆっくりと無理のない作業をしましょう。

ＳＴＯＰ！農作業事故！

危険な箇所や危険な作業を
事前に確認することが安全の第一歩
 例えば・・・
　①雨よけ施設のクランプやマイカ線
　②脚立や高所作業車の不具合
　③地面や施設が濡れて滑りやすくなって
　　いないか

さびて折れてしまったパイプ

脚立の最上段は危険！

安全作業６ヶ条
①動きやすい服装・滑りに
くい靴
②脚立には必ずチェーン・
最上段は危険
③高所作業車は周囲や頭上
をよく確認！
④高所作業時はヘルメット
や命綱を着用
⑤作業は出来るだけ複数人で
⑥休憩・休息・水分補給

ＪA山形おきたま
米沢中央支店　TEL.36-0211
米 沢 支 店　TEL.22-0430
川 西 支 店　TEL.42-3125

南 陽 支 店　TEL.45-3001
たかはた支店　TEL.52-0057
あやめ支店　TEL.83-3511

白 鷹 支 店　TEL.85-2126
飯 豊 支 店　TEL.72-2007
小　国　店　TEL.62-2092

＊詳しくはお近くの JA窓口までお問い合わせ下さい＊

ネットバンク

年 年0.05％

からお預け入れ（１万円以上）

契約金利 １年

ＡＴＭ

0.02％

からお預け入れ（１万円以上）

契約金利　１～３年

（税引後　0.039％） （税引後　0.015％）

定期貯金
キャンペーン

2023
令和５年

73 ～
月
8 31木

取扱期間

ⓒよりぞう

11 営農情報／お知らせ



おきたまクッキング

材料（2～3人分）
トマト（大）��������1/4個
アスパラガス�������2本
豚バラ肉���������40ｇ
えのきだけ��������1/4袋
豆腐�����������1/4丁
卵������������1個
水����������� 400ml
片栗粉��������� 1/2
鶏がらスープの素
　�������� 1（顆粒）
しょうゆ・酒�����各 1/2
米酢または黒酢����� 1
塩・胡椒���������少々
ラー油・ネギ（みじん切り）
　�����������各適量

作り方
①トマトは食べやすい大きさに、
豆腐は1ｃｍの角切り、豚バラ肉
は2㎝幅、えのきだけは根元を
切って半分の長さ、アスパラガ
スは2㎝の長さにそれぞれ切る。
②卵は溶きほぐす。片栗粉は大さ
じ1の水（分量外）で溶く。
③鍋に水と鶏がらスープの素を入
れて煮立て、①の材料を入れて
3分ほど煮る。塩・しょうゆ・
酒・胡椒で味付けし、水溶き片
栗粉を加えてとろみをつける。
④火を弱め、卵を流し入れ少し置
いたらゆっくりかき混ぜる。酢
を加え、火を止める。
⑤器に盛り、ネギ・ラー油をお好
みでかけていただく。

夏野菜の酸辣湯（スーラータン）

作り方
①Ⓐをボウルに入れ、混ぜた
ら解凍したイカを入れ絡め
ておく。
②アスパラガスは、根元を
ピーラーで皮をむき、4cm
長さに切る。
③フライパンにお湯を沸かし、
塩を小さじ1入れ、②を固
めに茹でザルにとる。

④③のフライパンの水分をふ
き取り、マヨネーズを熱し
（中火）半分ほど溶けたら
①を入れ、2分ほど水分を
飛ばしながら炒める。
⑤④に③のアスパラガスを加
え、サッと炒め合わせる。

材料（2人分）
アスパラガス���2～3本
冷凍イカ（切ってあるものを
解凍する）������ 150ｇ
（皮むきロールイカの場合は
5㎝長さ、2㎝幅に切る）

　酒�������� 2
　ゆずこしょう��� 1
マヨネーズ����� 1
塩��������� 1

Ⓐ

◆ 材料のマークについて
　 ＝大さじ　 ＝小さじ

アスパラガスとイカのゆずこしょう炒め

　あらかじめ格子状に切れ込みが入っている「冷凍
イカ」と旬のアスパラガスを炒めました。炒める際
はマヨネーズの油分を利用しますので、食用油は使
いません。ゆずこしょうの爽やかな辛みがほんのり
効いて夏にぴったりです。ゆずこしょうが苦手な方
は、カレー粉でも代用できます。

　酸味・香味が合わさり、食欲の無い時にもさっぱ
りと食べられるスープにしました。
　好みの野菜やきのこ、酢も米酢や黒酢などバリ
エーションを変えて楽しむことも出来ます。片栗粉
で軽くとろみをつけていますので、夏の冷房で冷え
た体が温まります。
　豆腐は絹ごしの方が喉ごしがおすすめです。

　これから夏にかけておいしいアスパラガスのレシピを紹介します。
　アスパラガスには、特徴的な栄養素アスパラギン酸が含まれています。アスパラギン酸はアミノ
酸の一種で、カリウムやカルシウム・マグネシウムなどのミネラルを細胞内に運ぶ働きをします。
夏の疲労回復や代謝を下げないために、取り入れてほしい食材の一つです。

こちらの写真は黒酢を使用しました

12JA山形おきたま



夏に肌を守るため使用します。

正解者に抽選でプレゼント
★米沢牛（２名）
★クオカード（10名）

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワク
の文字を順に並べてできた言葉が答えです。

タテのカギ
❶　河島英五のヒット曲『酒と泪（なみだ）と――と女』
❹　長針、短針、秒針が付いているものも
❼　元素記号はLi。電池にも使用される金属です
❾　騎手が騎乗時に持つもの
�　手首と肩の間にある関節
�　本に挟みます
�　まだ夜が明けきらない頃のこと
�　種から芽が出ること
�　虫よけのために寝床の周りにつるします
�　定規を当てて引くことも
�　高校球児たちが地方大会で――を繰り広げています
�　トップ・――・ボトム
�　駅の券売機で買います

  ヨコのカギ
❶　七夕伝説のヒロイン
❷　青島幸男氏や石原慎太郎氏が務めました
❸　手のひらや足の裏の反対側
❺　蚊取り線香から立ち上るもの
❻　――を聞いて十を知る
❽　ルーペともいいます
�　兄弟姉妹の息子のこと
�　チョウが花を巡って吸うもの
�　テントを張ったりして野外活動を楽しみます
�　――タオル、――ソープ、ゴッド――
�　一時的に建てるもののこと。――住宅
�　アブラ、クマ、ミンミンといえば
�　地球の衛星です

★クオカード（10名）

６月号当選者

★米沢牛（２名）

６月号の正解は
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ
ミズスマシ

でした 菅　野　明　美 様

舩　山　幸　子
小　関　由　美
吉　野　健太郎
原　田　榮　藏
鈴　木　初　枝

様
様
様
様
様

飯豊町佐　藤　康　子 様

鶴　巻　ま　り
古　山　ひとみ
大　坂　すみれ
土　屋　義　則
島　貫　義　典

様
様
様
様
様

南陽市

米沢市
米沢市
高畠町
南陽市
川西町

川西町
長井市
長井市
白鷹町
白鷹町

官製はがきなどにクイズの答え・郵便番
号・住所・氏名・年齢・電話番号・本誌や
JAに関するご意見・ご感想を必ずご記入
の上、〒999－0121 川西町上小松978－1 
ＪＡ山形おきたま総務課宛にお送りください。
� 締め切り ６月28日㈬必着

13 クッキング／パズル

※当選者ならびに手紙・イラストなど掲載時の住所、氏名の紹介について、ご了承のうえご応募ください。
なお、応募ハガキの個人情報は、当ＪＡの事業運営に関すること以外の目的には使用しません。

ヒント

応募方法



  

７
月
の
無
料
法
律
相
談

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
無
料
で
法
律
相
談
を
承
っ
て
い

ま
す
。
相
談
ご
希
望
の
方
は
、
各
支
店
・
出
張

所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

　

７
月
27
日
㈭　

午
後
３
時
～
午
後
５
時

　

本
店
（
川
西
）

▼
相
談
弁
護
士　

倉
岡
憲
雄
先
生

▼
相
談
内
容　

交
通
事
故
、
相
続
な
ど
  

７
月
の
無
料
税
務
相
談

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
税
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
無
料
で
承
っ
て
い
ま
す
。
相
談
ご
希
望
の
方

は
、
予
約
制
で
す
の
で
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

　

７
月
19
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

本
店
（
川
西
）　

☎
46
―
３
１
１
２

▼
相
談
税
理
士　

仁
科
孝
先
生

◎
理
事
会
の
報
告

第
15
回
理
事
会

開
催
日
／
５
月
26
日
㈮　

場
所
／
本
店

【
協
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

�

令
和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分

案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

定
款
お
よ
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

�

中
期
経
営
計
画
２
０
２
３（
お
き
た
ま
農

業
振
興
計
画
含
む
）の
設
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

令
和
５
年
度
に
お
け
る
理
事
お
よ
び
監
事

の
報
酬
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

�

第
29
回
通
常
総
代
会
の
日
程
・
提
出
議
案

　
　
　
　
　
　

・
招
集
通
知
書
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

�

利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

�

白
鷹
種
子
セ
ン
タ
ー
の
乾
燥
機
更
新
工
事

に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

�

人
事
に
関
す
る
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

第
10
号
議
案　

�

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
運
営
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

第
11
号
議
案　

�

山
形
県
農
業
信
用
基
金
協
会
に
対
す
る
増

資
に
つ
い
て

第
12
号
議
案　

�

販
売
業
務
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
13
号
議
案　

�

職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
14
号
議
案　

�「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
経
営
戦
略
シ
ー
ト
」
に
つ

い
て

第
15
号
議
案　

�

令
和
５
年
度
不
良
債
権
に
係
る
個
別
対
処

方
針（
案
）に
つ
い
て

◎
監
事
会
の
報
告

第
２
回
監
事
会

開
催
日
／
５
月
15
日
㈪　

場
所
／
本
店

【
協
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

�

み
の
り
監
査
法
人
に
よ
る
監
査
の
相
当
性

評
価
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

令
和
４
年
度
監
事
監
査
報
告
書（
Ｊ
Ａ
総

代
会
提
出
）に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

�

令
和
４
年
度
決
算
監
事
監
査
意
見
書
等
に

つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

常
勤
理
事
と
監
事
の
意
見
交
換
会
の
開
催

に
つ
い
て

第
３
回
監
事
会

開
催
日
／
５
月
26
日
㈮　

場
所
／
本
店

【
協
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

�
み
の
り
監
査
法
人
の
監
査
報
告
書
に
つ
い

て

第
２
号
議
案　

�

令
和
５
年
度
第
１
四
半
期
監
事
監
査
の
実

施
に
つ
い
て

【全体運】前半はかなり煮詰まって
いますが、後半には解決の兆しが見
えています。楽しみながらできるや
り方を選びましょう

【健康運】部屋は小まめに換気して。
健康維持に一役

【幸運の食べ物】パプリカ

【全体運】人の話に耳を傾けて。カ
チンとくる意見があなたのためにな
りそう。冷静に動けば好結果に。外
出にツキあり

【健康運】適度な運動は体調にもメ
ンタルにもプラス

【幸運の食べ物】桃

【全体運】欲しい物が増えるのは活
力アップの証し。手に入れるための
計画を立てましょう。買い物は趣味
を優先して

【健康運】発酵食品で腸の健康を整
えて。免疫力アップ

【幸運の食べ物】シシトウ

【全体運】注目度が上がるとき。お
しゃれをして外出しましょう。あな
たしかできないことを優先すると開
運。買い物にツキ

【健康運】新しい健康法や健康グッ
ズを試してみて

【幸運の食べ物】スイカ

【全体運】後半から上昇。これまで
の頑張りが形になって見えてきま
す。気を抜かずにやり切りましょ
う。発言は丁寧に

【健康運】野菜たっぷりのメニュー
が元気の秘訣（ひけつ）

【幸運の食べ物】インゲン

【全体運】焦って１人で動かないよ
うに。周囲との協力体制をつくれる
かどうかが成功の鍵。味方は多いの
で声をかけて

【健康運】ハードな運動で体を鍛え
て。筋力アップの好機

【幸運の食べ物】エダマメ

【全体運】プレッシャーを感じると
きこそ笑顔で。あなたの底力を発揮
できます。問題は解決に向かうので
落ち着いて対処を

【健康運】ゆっくり深呼吸。リラッ
クスタイムを大切に

【幸運の食べ物】アンズ

【全体運】旅行運が盛り上がってい
ます。遊びに行く予定を入れましょ
う。元気をチャージしたら仕事にシ
フトし問題解決へ

【健康運】友人との運動やおしゃべ
りが良い気分転換に

【幸運の食べ物】キュウリ

【全体運】周りの思惑に振り回され
がち。後悔しないよう譲れないこと
は主張して解決策を模索しましょ
う。下旬に好転

【健康運】血圧や体温をチェック。
検診なども活用して

【幸運の食べ物】スモモ

【全体運】落ち着かない状況ではあ
りますがピンチがチャンスに変わる
とき。大変！と思ったときこそ積極
的に打開策を探して

【健康運】有酸素運動がお勧め。運
動で体調改善へ

【幸運の食べ物】キクラゲ

【全体運】選択肢が増える変化運。
迷うときこそシンプルに考えて。た
だ、近道を選ぶとかえって遠回り
に。王道が吉

【健康運】弱い部分は先にカバーし
て。サポーターの利用も◎

【幸運の食べ物】トマト

【全体運】追い風に恵まれて順調に
進展します。自信を持って進めま
しょう。飛び込みの仕事は新展開の
予感。よく検討を

【健康運】体調の変化に注意。休息
をしっかり取って

【幸運の食べ物】カボチャ

７月

︿
役
員
会
だ
よ
り
〉

左
記
の
事
項
を
協
議
し
ま
し
た
。

Ｊ Ａ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
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消費税インボイス導入に伴う
発行事業者登録番号の提供について

　令和５年５月ふれあいデーにて、農家組合員の皆様へ標記登録番号の提供のご案内を
させていただいております。登録番号を取得された方は、随時、最寄りの支店経済まで
下記書類の提出をお願いいたします。
１、対 象 者　インボイス登録番号を取得された農家組合員
２、提出書類　�組合員の登録番号提供書、適格請求書発行事業者の

登録通知書（写）、個人情報の取り扱いに関する同
意書

　消費税額などを取引先（買い手）に正しく伝えるための請求書で、消費税を申告する際、仕入税
額控除をするために必要な書類となります。

適格請求書発行事業者の
登録通知書

令和５年○月○日

以下余白

○○　○○

Ｔ1234567890123

令和５年○月○日

名称

登録番号

登録年月日

納税地 山形県○○市○○

○○  ○○ 殿氏名
○○税務署長

あなたから令和５年○月○日付で提出された・・・

インボイスとは･･･

インボイス登録（発行）が不要となる取引

インボイス登録を検討してみましょう

　例えば次のような取引となります。
　→ＪＡの組合員資格を有した出荷者本人が、生産年の12月までにＪＡに米を出荷する（※農協特例）
　　　※当ＪＡは、米の場合12月出荷分まで ｢無条件委託販売・共同計算｣ により販売代金の精算を行います。

　　“重要” ｢ＪＡの組合員資格を有していること｣ が農協特例適用の要件となっています!！
　上記【例】のように、農協特例を受けるためには、出荷者本人が“ＪＡの組合員”である必要が
あります。例えば、お父さんはＪＡ組合員であるものの、出荷名義の息子さんがＪＡ組合員でない
といった場合は、農協特例適用外となってしまいます。今一度、確認をお願いいたします。

現在の状況から

生産者が
検討すべきこと

下の図を参考に自身が課税事業者か免税事業者か、取引先
の状況などに応じてインボイス制度に参加するか、しない
かを考えましょう。

耕
種
農
家

（
畜
産
以
外
）

繁
殖

肥
育

畜
産
農
家

現在の状況 インボイス制度導入に際して…

課税事業者との
直接取引が多い

課税事業者に
落札されることが多い

免税事業者に
落札されることが多い

食肉市場を通じた
枝肉販売

適格事業者の
登録を

検討しましょう

適格事業者
にならなくても、

とくに問題ありません
※�現在、すでに課税事業者であ

る場合は登録しても影響はあ
りません。

課税事業者

免税事業者

課税事業者

免税事業者

課税事業者

免税事業者

ＪＡへの委託販売や
市場出荷が中心

15 お知らせ／インボイス制度



地域農業の担い手や新規就農者を支援します！
「担い手を明確にした支援」「担い手を明確にした支援」
NO 支援策 対象者の要件 支援内容

１
新規親元就農者
（世帯）農地賃借
料支援

ＪＡ前年販売額700万円以上の新規親元就農者（就農５年以内）
※中山間地域対象者はＪＡ前年販売額500万円以上

農業委員会・農地中間管理機構を通じ
て借入れた新たな農地の初年度賃借料
（田・畑・樹園地）全額を支援

２ 農業労災加入支援
ＪＡ前年販売額700万円以上の農業労災加入者
（特定農作業従事者または中小事業主等の特別加入者）
※中山間地域対象者はＪＡ前年販売額500万円以上

年間保険料の３分の１又は１万円のい
ずれか低い金額を助成支援

３ 水稲用コンバイン
購入支援

ＪＡ前年米販売額700万円以上の農業者・共同作業組織
※中山間地域対象者はＪＡ前年米販売額500万円以上

事業費の10分の１又は50万円のいずれ
か低い金額を助成支援

４ 米フレコン出荷用
機器導入支援

山形おきたま米千俵会会員 事業費の４分の１又は30万円のいずれ
か低い金額を助成支援

ＪＡ前年米販売額700万円以上の農業者・共同作業組織
※中山間地域対象者はＪＡ前年米販売額500万円以上

事業費の５分の１又は20万円のいずれ
か低い金額を助成支援

５ 色彩選別機械装置
導入支援

山形おきたま米千俵会会員 事業費の５分の１又は40万円のいずれ
か低い金額を助成支援

ＪＡ前年米販売額700万円以上の農業者・共同作業組織
※中山間地域対象者はＪＡ前年米販売額500万円以上

事業費の６分の１又は30万円のいずれ
か低い金額を助成支援

６ 大規模担い手農業
用機械導入支援 ＪＡ前年販売額1,000万円以上の農業者・農業法人

１機種100万円以上の農業用機械購入
費用の５分の１又は30万円のいずれか
低い金額を助成支援

７
農業用ドローン
オペレーター技能
認定証取得支援

ＪＡ前年販売額700万円以上の農業者・共同作業組織の構成員
※中山間地域対象者はＪＡ前年販売額500万円以上

農業用ドローンオペレーター技能認定
証受講費用の10分の１又は３万円のい
ずれか低い金額を助成支援

８ ＪＡプロパー資金
の金利弾力化

ＪＡ前年販売額700万円以上の農業者
※中山間地域対象者はＪＡ前年販売額500万円以上 ＪＡプロパー資金の金利引き下げ支援

・申請期限は令和５年９月末までとなります。その後、「審査会」を経て支援対象の認定となります。
・�農業機械の導入に関しては、ＪＡ農機センターへご相談ください。その他、詳細につきましては下記までお問い合わせ

ください。

「新規就農者確保・定着に向けた支援」「新規就農者確保・定着に向けた支援」
NO 支援策 対象者の要件 支援内容

１ 定着指導支援
栽培・飼養管理技術や経営ノウハウを指導する農業者または
農業法人（ＪＡ山形おきたま「新規就農者受入協議会」の構
成員）

指導者に対して１時間あたり２千円を
上限に年間30万円の範囲内で支援

２ 農地賃借料支援 新規参入者、新たな作物を導入する新規就農者、新規栽培者
（概ね49歳以下の就農者）

農業委員会・農地中間管理機構等を通
じて借入れた新たな農地の初年度賃借
料（田・畑・樹園地）全額を支援

３ 営農資材支援 新規参入者、新たな作物を導入する新規就農者、新規栽培者
（概ね49歳以下の就農者）

農業経営にかかる営農資材の３分の１
又は10万円のいずれか低い金額を助成
支援

・各支援の対象者は事前に認定を受ける必要があります。詳細は下記までお問い合わせ下さい。
・申請期限は令和５年12月末までとなります。

・米沢支店経済　　　27－0600　・南陽支店経済　45－3000　・あやめ支店経済　84－2121　・飯豊支店経済　72－2121
・たかはた支店経済　52－1211　・川西支店経済　42－2150　・白鷹支店経済　　85－2121　・小国支店経済　62－5588
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